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下
水
道
は
自
然
環
境
を
守
り

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
ま
す

下水道の普及率

直方市 31.8%

福岡県

全　国

83.1%

80.1%
（令和 3 年 3 月 31 日現在）

下
水
道
は
、
私
た
ち
が
流
し
た
汚
水
を
き

れ
い
な
水
に
再
生
し
て
川
に
戻
す
こ
と
で
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
快
適
に
し
、
自
然
環

境
を
守
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い
な
川
や
海
を
残
す
た

め
に
も
下
水
道
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
下

水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

現
在
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

市
で
は
、
5
2
9.
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
下
水

道
が
使
え
る
区
域
（
下
図
の
青
色
の
区
域
）

で
あ
り
、
今
後
は
下
図
の
ピ
ン
ク
色
の
区
域

へ
の
整
備
を
行
い
つ
つ
、
人
口
が
密
集
し
た

地
域
を
中
心
に
事
業
計
画
区
域
の
拡
大
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

水
洗
化
の
お
願
い
と

浄
化
槽
補
助
金
　

現
在
、
下
水
道
が
使
え
る
区
域
の
内
、
約

3
割
弱
の
方
が
ま
だ
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
市
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

管
路
図
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
接

続
が
で
き
る
か
ど
う
か
目
安
と
し
て
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
下
水
道
へ
の
早
期
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
が
使
え
な
い
区
域
の
方
に

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
設
置
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
直
方
市
公
共
下
水
道
等
敷
設
平
面
図
」
は
左
記
Q
R　

　
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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下水道の整備を進めています下水道の整備を進めています

市では、衛生的で快適な暮らしが送れるよう、
公共下水道事業を進めています。今年度は、右
の箇所で下水道工事を予定しています。また、
下水道工事に先立って、ガス、水道管の切廻

ま わ

し
工事も行います。工事場所周辺においては、
通行止め、迂

う

回、騒音、振動など皆さんの日常
生活に何かとご不便、ご迷惑をおかけすること
がありますが、ご理解とご協力をお願いします。

今年度の工事箇所

至芦屋至芦屋

・須崎町公園・須崎町公園

至
飯
塚

直
方
駅

津田町交差点
市立図書館　●市立図書館　●

古町地内

●浄福寺●浄福寺

感田地内

凡例
　　　  工事を行う道路

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

排
水
設
備
工
事（
公
共
下
水
道
、集
落
排
水
）

の
新
設
、
増
設
ま
た
は
改
築
を
行
う
と
き
は
、

市
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

工
事
は
条
例
に
基
づ
き
、
直
方
市
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
が
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

市
の
指
定
工
事
店
以
外
で
施
工
し
た
場
合
、

市
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
に
工
事
を
や
り
直

し
、
罰
則
と
し
て
過
料
5
万
円
が
科
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

融
資
の
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
制
度

市
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
に
か
か

る
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
、
金
融
機
関
へ
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん

と
融
資
の
返
済
に
か
か
っ
た
利
子
を
補
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
へ
の
市
民
負
担

下
水
道
工
事
が
終
わ
り
、
下
水
道
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
土
地
を
所
有

す
る
皆
さ
ん
に
は
、「
受
益
者
負
担
金
」
の
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
に
使
わ
れ
る
税
金
は
、
下

水
道
が
ま
だ
利
用
で
き
な
い
区
域
の
皆
さ
ん

も
同
じ
よ
う
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か

ら
、
税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
に
下
水
道

建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
借

入
金
の
返
済
や
今
後
の
建
設
費
に
充
て
る
た

め
の
制
度
で
す
。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の

全
て
の
土
地
の
所
有
者
等
に
負
担
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
負
担
金
額
は
、
土

地
の
面
積
1
㎡
当
た
り
6
0
0
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
法
令
や
条
例
に
基
づ
き

保
留
、
猶
予
ま
た
は
減
免
の
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
を
利
用
す
れ
ば
、
使
用
量

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。


